
受援に関わる資源管理機能の確⽴

兵庫県⽴⼤学 環境⼈間学部／⼤学院環境⼈間学研究科
⽊村 玲欧

2016年11⽉14⽇ 地⽅公共団体の受援体制に関する検討会

〜新潟県中越沖地震・県災対本部での新機能〜
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１ 情報を収集する。

新潟県へ提供

８月４日で3000件
の入力

・本部員会議で使用
・補正予算で使用

・本部員会議資料

専門家の支援も得て業務実施

２ 情報を整理する。
・収集した情報に日付け順と通し番号を付ける。
・分類する。

３ 収集したデータを電子化する。

【事例】・2007(平成19)年の新潟県中越沖地震では応援職員、⼤学の研究者
等により｢資源管理班｣が設置され、各部署からの情報を定期的に取
りまとめて管理する⽅式が採⽤された。
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◇⽇本の災害対応において初めて、「資源管理班」を外部⾃治体からの応援
職員・研究者と協働しながら⽴ち上げ・運営した。

◇資源管理班の活動のなかで、⼈的応援・物的⽀援を⼀元的に管理する「応
援要請データベース※」を作成した。

◆今後の効率的な資源管理班の活動のためには、以下の課題に取り組むべき
である。
１）災害対応業務として、明確に位置づけて、本部内において重要性の認

識を確⽴する。
２）各課、各班を超えて、資源管理を⾏う必要があるので、⼈的応援・物

的⽀援に関するルールならびに様式を統⼀する必要がある。
３）データの取り扱いについての基礎的技術を習得できるような訓練を実

施する必要がある。

新潟県中越沖地震における県災対本部 資源管理班

『新潟県中越沖地震検証報告書』, 新潟⼤学災害復興科学センター, 2009.（新潟県ＨＰ）
※データベース：広義の意味での「検索や蓄積が容易にできるよう整理された情報の集まり」
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「危機発⽣時の効果的な資源管理のあり⽅への提⾔
― 2007年新潟県中越沖地震災害における県災害対
策本部の資源管理業務の参与観察に基づいて―」,
王蕾・林春男・⽊村玲欧・⽥村圭⼦, 
地域安全学会論⽂集, No.10, pp.543-552, 2008.

『新潟県中越沖地震検証報告書』, 新潟⼤学災害復
興科学センター, 2009.（新潟県ホームページ）

本報告に関する資料
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『災害時応援受け⼊れガイドライン』,兵庫県災害時
受援体制検討委員会, 兵庫県, 2015. （兵庫県ホーム
ページ）

「2007新潟県中越沖地震」(松浦律⼦・⽥村圭⼦), 
『⽇本歴史災害事典』（北原⽷⼦・松浦律⼦・⽊村
玲欧編）, 吉川弘⽂館, pp.742-746, 2012.

参考
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 ⽀援職員の派遣調整は総務班、物資の輸送調整は救援物
資班の業務として、災害対策本部業務に「資源管理」は
位置づけられていたが、それらを総合的に把握する機能
やどのような⼿続きが必要かについての議論がなかった

 現実には、⼈的⽀援⼀つをとっても、県内市町村応援職
員は市町村課、庁内応援職員は⼈事課、他県からの応援
職員は各要請部局が把握していた

 被災⾃治体職員の⽴場としては、既に⽬の前の個別具体
的な対応で既に⼿⼀杯であり、⼈事課も業務内容がわか
らないことについて⼈員の⽀出が難しい

 18⽇夜に、県職員、近畿ブロック職員、研究者で話しあ
い「広域ブロック調整グループ」として資源管理班の業
務をスタートする

 7⽉18⽇(⽔)〜8⽉31⽇(⾦)まで延べ229⼈が活動

資源管理班の⽴ち上げ経緯
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7⽉18⽇夜 防災企画課課⻑席前
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新潟県災害対策本部(新潟県庁内)(2007年7⽉20⽇時点)
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名古屋大学 大学院環境学研究科附属地震火山・防災研究センター 木村 玲欧

京都大学 京都大学大学院情報学研究科修士課程 王 蕾 程 潔

福井県 安全環境部危機対策・防災課 西澤 正人 高橋 征伸

三重県 防災危機管理部防災対策室 中島 宏行 鈴木 紀之

滋賀県 県民文化生活部防災危機管理局 梅村 徹弥 川戸 健司

京都府 総務部防災室 山本 敏広 上田 哲生

大阪府 総務部危機管理室消防防災課 島畑 人史 萱村 勝利

奈良県 総務部知事公室防災統括室 松本 恵史 倉田 貴史

中西 俊 阪本 智彦

和歌山県 危機管理局総合防災課 西田 治彦 田畑 博史

太多 俊雄

総務部危機管理局消防保安課 平原 匠

徳島県 危機管理局企画課 竹原 康幸

危機管理局南海地震対策課 木内 健二

資源管理班の参加者リスト

※近畿ブロックを構成する⼤阪府・京都府・奈良県・和歌⼭県・滋賀県・三重県・
福井県・徳島県の職員が、平均3泊4⽇のローテーションで資源管理班の応援活
動を⾏う
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 応援に⼊る際の約束事がない
 ⼈件費はどこが持つか、協定はどうなっているのか、宿の⼿配は？
 業務内容は何をしてもらうのか
 フォーマットが決まっておらず、担当者間の電話連絡だけで情報の

やりとりが⾏われることも多く整理に時間がかかる

⾒えてきた現状と課題

 救援物資については、中越地震の教訓をうけて、災対本部に⾷料物
資部（⾷料班・救援物資班・輸送調整班）を設置して強化した

 ⼩⼝物資は受け付けない⽅針を打ち出し、⼀定の機能はしていた
 しかし、⾷料物資部の周知徹底がされておらず、⾷料物資部以外に

も被災者救援部、総務局が個別に物を送ることになり、⼀元管理が
できていなかった

■⼈的資源

■物的資源

⼈的資源・物的資源情報を⼀元的に管理する担当者と仕
組み（情報収集⽅法・フォーマット）が必要
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保健課
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保健課

建築
住宅課
建築
住宅課

市町村
課

市町村
課

救援
物資班
救援
物資班

⾷料班⾷料班

・・・

１ 情報を収集する。

新潟県へ提供
８⽉４⽇で3000件
の⼊⼒ ・本部員会議で使⽤

・補正予算で使⽤

・本部員会議資料

専⾨家の⽀援も得て業務実施

２ 情報を整理する。
・収集した情報に⽇付け順と通し番号を付ける。
・分類する。

３ 収集したデータを電⼦化する。

資源管理班の仕組み１（業務内容）
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資源管理を⾏うために⼈的・物的資源に関する情報を効率
よく収集するための⼿段・道具が必要

資源管理班の仕組み２（フォーマット）

①共通の帳票が必要

Microsoft EXCELで作成したフォーマットへの⼊⼒、デー
タセットの更新・管理などのデータサイエンスの基礎知
識・技術を習得をするマニュアル・短時間研修が必要

②フォーマットへの⼊⼒・⼊⼒されたデータセット
の管理に関する知識・技術教育プログラムが必要

災害対応の意思決定に寄与できるように、タイムラグをな
るべく⼩さくしてデータセットを更新する仕組みが必要

③資源を災害対応に活かすための仕組みが必要
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応援資源の要請・提供の流れ

被災地内 被災地外

送り⼿

応援組織

受け⼿

被災地組織

被災者・組織

①ニーズ把握

②要請

④応援・⽀援

⽀援者・組織

③融通・調達

⑤受⼊

⑥提供
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応援⾃治体Ａ

応援問い合わせ
独⾃の
様式

独⾃の
様式

部署Ａ

部署Ｂ

独⾃の
様式

独⾃の
様式

応援問い合わせ

応援⾃治体Ｂ

独⾃の
様式

独⾃の
様式

応援⾃治体Ｃ

応援問い合わせ

単純⽐
較不可

能

・資源の全体像が把握で
きず、効果的活⽤がで
きない

・応援要請・会計処理が
後⼿になる

？ 各部署はどこに
問い合わせてよ
いかわからない？

被災⾃治体

部署Ｃ
（資源管理担当）

情報なし

地震発⽣時の状況

？
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被災⾃治体

応援問い合わせ

応援要請 応援要請ＤＢ
（⼈的・物的）

⼊⼒

⼀元化・みえる
化された資源

・資源全体を⾒渡した効果
的な資源配分計画の実施

・円滑な応援要請・会計処
理の実施

各部署からの
問い合わせ

共通の
帳票

応援⾃治体Ａ

応援問い合わせ

応援要請

⼊⼒

応援⾃治体Ｂ

共通の
帳票

共通の
帳票

共通の
帳票

効率的なかたち
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資源管理帳票に必要な20項⽬

・送信者記⼊
1. ⽀援組織・⽀援者名
2. 所在地
3. 担当者名
4. 担当者連絡先(TEL･FAX･メール）

5. ⽀援区分
6. ⽀援内容
7. ⽀援先・内容量
8. 出発予定⽇・到着予定⽇
9. 輸送・派遣⼿段
10. 終了予定⽇（⼈的のみ）

11. ⽀援内容に基づく協定等
12. 有償の⽀援
13. 備考

送信側担当者

⽀援する資源内容

⽀援体制

・受信者記⼊
14. 受信⽇時
15. 受信部局・受信者名
16. 受信者連絡先(TEL･FAX･外

線･メール）
17. 備考

・データベース⼊⼒者記⼊
18. 書類番号
19. ⼊⼒者名
20. 備考

受信側担当者

帳票管理
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1.送信者記入（①～⑬） 

２．受信者記入（⑭～⑰） 

以下はデータベース入力者が記入 

①支援組織・支援者名 

②所在地 
都道 

府県 

③担当者名 ③担当者連絡先 
電話 FAX 

メール 

ID 
⑤支援 

⑥支援内容 
(具体的名称を記入) 

⑦支援先(左)・内容量(右) 
⑧出発予定(上) 

区分 到着予定(下) ⑨輸送・派遣手段 
⑩終了 
予定日 

(人的のみ) 

月 日 人的 

物的 
１ 

 

２ 
 

３ 
 

４ 
 

５ 
 

６ 
 

７ 
 

８ 
 

９ 
 

10 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 人的 

物的 

月 日 人的 

物的 

月 日 人的 

物的 

月 日 人的 

物的 

月 日 人的 

物的 

月 日 人的 

物的 

月 日 人的 

物的 

月 日 人的 

物的 

月 日 人的 

物的 

(人的のみ) 

(人的のみ) 

(人的のみ) 

(人的のみ) 

(人的のみ) 

(人的のみ) 

(人的のみ) 

(人的のみ) 

(人的のみ) 

⑪支援内容に基づく協定等(ある場合) 
(上記すべてでない場合は ID を明記) 

⑫有償の支援 
(有償の場合は IDおよび金額(単価×数量を記入)) 

⑬備考 
(特別な形態の支援など特記事項) 

⑭受信日時 
月  日  時  分 

(２４時間標記) ⑮受信部局・受信者名 

部局名 名前 

⑯受信者連絡先 内線 外線 
FAX FAX 

メール 

⑰備考 

⑱書類番号 ⑲入力者名 ⑳備考 

応援計画書（人的資源・物的資源）（案）

必要な情報を網羅した
帳票の作成
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ver.1(7.21)
13項目

ver.2(7.22)
28項目

ver.3(7.25)
32項目

ver.4(8.2)
36項目

ver.5(8.3)
37項目

ver.6(8.12)
38項目

ver.7(8.17)
42項目

ver.8(8.29)
41項目

ver.9(11.6)
44項目

変数の定義 値の定義 別表１ 別表２

1．食料 1．総務課
番号 番号 番号 番号 番号 番号 通し番号 2．飲料水（水・給水車等） 2．福祉保健課

区分ID 区分ID 区分ID 区分ID 区分ID 区分ID カテゴリ区分ID 別表１ 3．医薬品 3．障害福祉課
書類番号１ 書類番号１ 書類番号１ 書類番号１ 書類番号１ 4．生活用品（消耗品） 4．高齢福祉保健課
書類番号２ 書類番号２ 書類番号２ 書類番号２ 書類番号２ 書類番号 書類番号 書類番号 5．毛布 5．農地管理課

6．トイレ（仮設・簡易） 6．農業総務課
受信日付 受信日付 受信日付 受信日付 受信日付 受信日付 受信日付 受信日付 受信日付 7．風呂関係 7．建築住宅課

受信曜日 受信曜日 受信曜日 受信曜日 受信曜日 受信曜日 受信曜日 受信曜日 受信曜日
8．冷房関係
（氷・扇風機・エアコン等）

8．市町村課

受信時間 受信時間 受信時間 受信時間 受信時間 受信時間 受信時間 受信時間 受信時間 9．ブルーシート 9．人事課
10．土のう袋 10．生活衛生課水道係

受信方ID 受信方ID 受信方ID 受信方ID 受信方ID 受信方ID 受信部局ID 別表２
11．生活用品
（カテゴリーに分類できないもの）

12．医療活動支援班

受信方 受信方 受信方 受信方 受信方 受信方 受信部局 12．住宅供給 13．救援物資班
13．特殊車両等 14．輸送調整班

相手方 相手方 相手方 相手方 相手方 相手方 相手方 相手方 相手方 支援提供の相手方 21．その他消耗品 15．食料班
郵便番号 郵便番号 郵便番号 相手郵便番号 22．その他備品 17．避難者対策班

住所 住所 住所 相手住所 23．その他経費 18．ボランティア調整班
相手担当所属 補足 補足 補足 補足 補足 補足 補足 相手補足 31．消防関係従事者 20．広域応援・救助班
相手担当者 相手担当者 相手担当者 相手担当者 相手担当者 相手担当者 相手担当者 相手担当者 相手担当者 32．医療関係従事者 23．総務班

相手TEL 相手TEL 相手TEL 相手TEL 相手TEL 相手TEL 相手TEL 相手TEL 相手TEL 33．危険度判定士 24．産業振興課
相手FAX 相手FAX 相手FAX 相手FAX 相手FAX 相手FAX 相手FAX 相手FAX 相手FAX 34．ライフライン技術関係者 26．防災企画課

35．農業・農地等関係者 27．消防課

人的・物的 人的・物的 人的・物的 人的・物的 人的・物的 人的・物的 人的・物的 人的・物的 人的・物的 人的・物的資源の区分
１：人的支援
２：物的支援

36．ボランティア

応援・支援内容 応援・支援内容 応援・支援内容 応援・支援内容 応援・支援内容 応援・支援内容 応援・支援内容 応援・支援内容 応援・支援内容 応援・支援内容 37．被災家屋調査
大分類 カテゴリー別分類 41．その他人的資源
中分類 機能別分類
小分類 細かな分類

量 量 量 量 量 量 量 量 量 支援内容量
補足 補足 補足 補足 補足 補足 補足 補足 支援内容補足
単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 支援内容単位

支援先 支援先 支援先 支援先 支援先 支援先 支援先 支援先 支援先 支援先 支援先

手段 手段 手段 手段 手段 手段 手段 手段 手段 手段 輸送・派遣手段

出発日付 出発日付 出発日付 出発日付 出発日付 出発日付 出発日付 出発日付 出発日付
出発曜日 出発曜日 出発曜日 出発曜日 出発曜日 出発曜日 出発曜日 出発曜日 出発曜日

出発時間（最初） 出発時間（最初） 出発時間（最初） 出発時間（最初） 出発時間（最初） 出発時間（最初） 出発時間（最初） 出発時間（最初） 出発時間（最初）
出発時間（最後） 出発時間（最後） 出発時間（最後） 出発時間（最後） 出発時間（最後） 出発時間（最後） 出発時間（最後） 出発時間（最後） 出発時間（最後）

到着日付 到着日付 到着日付 到着日付 到着日付 到着日付 到着日付 到着日付 到着日付
到着曜日 到着曜日 到着曜日 到着曜日 到着曜日 到着曜日 到着曜日 到着曜日 到着曜日

到着時間（最初） 到着時間（最初） 到着時間（最初） 到着時間（最初） 到着時間（最初） 到着時間（最初） 到着時間（最初） 到着時間（最初） 到着時間（最初）
到着時間（最後） 到着時間（最後） 到着時間（最後） 到着時間（最後） 到着時間（最後） 到着時間（最後） 到着時間（最後） 到着時間（最後） 到着時間（最後）

時間（補足） 時間（補足） 時間（補足） 出発・到着時間（補足）

搬入先 搬入先 搬入先 搬入先 搬入先 物的資源の搬入先

終了日 終了日 終了日 終了日 終了日 終了日 終了日 人的資源の終了日
終了曜日 終了曜日 終了曜日 終了曜日 終了曜日 終了曜日 終了曜日 人的資源の終了曜日
終了時間 終了時間 終了時間 終了時間 終了時間 終了時間 終了時間 人的資源の終了時間

協定等 協定等 協定等 協定等 協定等 協定等 協定等

有償・無償 有償・無償 有償・無償 有償(1)・無償(2) 有償(1)・無償(2) 有償(1)・無償(2) 有償(1)・無償(2) 有償(1)・無償(2) 有償(1)・無償(2) 支援経費
１：有償
２：無償

金額（有償の場合） 金額（有償の場合） 金額（有償の場合）金額（有償の場合）金額（有償の場合）金額（有償の場合） 金額

予算措置の有無 予算措置の有無 予算措置の有無 予算措置の有無
１：有
２：無

備考１ 備考１ 備考１ 備考１ 備考１ 相手の明記事項
備考２ 備考２ 備考２ 備考２ 備考２ データ内部処理

備考

日

受信方受信方

連絡先

担当者

ID ID ID

書類番号
主キー

受信時間

受信部局

支援提供
方の情報

備考欄

支援内容
の情報

出発・到
着時間

終了時間

支援経費

備考

到着日

備考 備考

最初・変更なし項目

追加項目

分解項
目
統合項

データベース設計時期

データベース分析時期

応援要請データベースにおける項⽬の変更履歴

※データベース(DB)：広義の意味での「検索や蓄積が容易にできるよう整理された情報の集まり」
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応援要請データベースにおける項⽬の変更履歴（１）
13グループ44項⽬

① 主キー
1. 通し番号
2. カテゴリー区分ID
3. 書類番号

② 受信時間
4. 受信⽇付
5. 受信曜⽇
6. 受信時間

③ 受信部局
7. 受信部局ID
8. 受信部局

④ 応援・⽀援提供元の情報
9. ⽀援提供元の具体名
10.郵便番号
11.住所
12.提供元担当者
13.電話番号
14.FAX番号
15.補⾜事項

⑤ ⽀援内容の情報
16.⼈的・物的の区分
17.応援・⽀援内容
18.応援・⽀援内容量
19.応援・⽀援内容単位
20.応援・⽀援内容補⾜

⑥ ⽀援先
21.要請が届いた場所

⑦ 輸送・派遣⼿段
22.輸送・派遣⼿段

⑧ 出発・到着時間
23.出発⽇付
24.出発曜⽇
25.出発時間
26.出発時間（終了）
27.到着⽇付
28.到着曜⽇
29.到着時間
30.到着時間（最後）
31.出発・到着時間補⾜
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応援要請データベースにおける項⽬の変更履歴（２）
13グループ44項⽬

⑨ 搬⼊先
32 ⼀時的な保管場所

⑩ 終了時間
33 終了⽇付
34 終了曜⽇
35 終了時間

⑪ ⽀援経費
36 協定等
37 有償・無償
38 ⾦額
39 予算措置の有無

⑫ 備考
40 備考１（提供元の資源情報補⾜）
41 備考２（要請した組織内部署補⾜）

⑬ ⼈的応援・物的⽀援内容の分類
42 ⼤分類
43 中分類
44 ⼩分類
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ID 依頼先 支援内容１ 支援内容２ 支援内容３ 支援日 数量 単位 単価 金額 依頼元 支援先 支援内容備考 備考

1 奈良県 人的応援 保健活動支援 保健師 7月19日 5 人 福祉保健課 柏崎市 奈良県３人、橿原市２人 奈良県がまとめて派遣？（cf, ID66）
2 奈良県 人的応援 保健活動支援 保健師 7月20日 5 人 福祉保健課 柏崎市 奈良県３人、橿原市２人 奈良県がまとめて派遣？（cf, ID66）
3 奈良県 人的応援 保健活動支援 保健師 7月21日 5 人 福祉保健課 柏崎市 奈良県３人、橿原市２人 奈良県がまとめて派遣？（cf, ID66）
4 奈良県 人的応援 保健活動支援 保健師 7月22日 10 人 福祉保健課 柏崎市 奈良県６人、橿原市２人、大和奈良県がまとめて派遣？（cf, ID66）
5 奈良県 人的応援 保健活動支援 保健師 7月23日 5 人 福祉保健課 柏崎市 奈良県３人、大和郡山市２人 奈良県がまとめて派遣？（cf, ID66）
6 奈良県 人的応援 保健活動支援 保健師 7月24日 5 人 福祉保健課 柏崎市 奈良県３人、大和郡山市２人 奈良県がまとめて派遣？（cf, ID66）
7 奈良県 人的応援 医療救護支援 医師 7月19日 10 人 医療活動支援班 柏崎市・刈羽村
8 奈良県 人的応援 医療救護支援 医師 7月20日 10 人 医療活動支援班 柏崎市・刈羽村
9 奈良県 人的応援 医療救護支援 医師 7月21日 5 人 医療活動支援班 柏崎市・刈羽村

10 奈良県 人的応援 医療救護支援 医師 7月22日 5 人 医療活動支援班 柏崎市・刈羽村
11 奈良県 人的応援 医療救護支援 医師 7月23日 5 人 医療活動支援班 柏崎市・刈羽村
12 奈良県 人的応援 医療救護支援 医師 7月24日 5 人 医療活動支援班 柏崎市・刈羽村
13 奈良県 人的応援 医療救護支援 看護師 7月19日 10 人 柏崎市・刈羽村
14 奈良県 人的応援 医療救護支援 看護師 7月20日 8 人 柏崎市・刈羽村
15 奈良県 人的応援 医療救護支援 看護師 7月21日 8 人 柏崎市・刈羽村
16 奈良県 人的応援 医療救護支援 看護師 7月22日 8 人 柏崎市・刈羽村
17 奈良県 人的応援 医療救護支援 看護師 7月23日 人 柏崎市・刈羽村 人数不明
18 奈良県 人的応援 医療救護支援 看護師 7月24日 人 柏崎市・刈羽村 人数不明
19 奈良県 人的応援 医療救護支援 薬剤師 7月19日 4 人 8000 32000 統括調整グループ
20 奈良県 人的応援 医療救護支援 薬剤師 7月20日 4 人 8000 32000 統括調整グループ
21 奈良県 人的応援 医療救護支援 薬剤師 7月21日 4 人 8000 32000 統括調整グループ
22 奈良県 人的応援 医療救護支援 薬剤師 7月22日 4 人 8000 32000 統括調整グループ
23 奈良県 人的応援 医療救護支援 薬剤師 7月23日 4 人 8000 32000 統括調整グループ
24 奈良県 人的応援 医療救護支援 薬剤師 7月24日 4 人 8000 32000 統括調整グループ
25 奈良県 人的応援 家屋被害調査支援税務職員 7月19日 50 人 5000 250000 建築住宅課
26 奈良県 人的応援 家屋被害調査支援税務職員 7月20日 50 人 5000 250000 建築住宅課
27 奈良県 人的応援 家屋被害調査支援税務職員 7月23日 50 人 5000 250000 建築住宅課 21日・22日のデータないがよいか
28 奈良県 人的応援 家屋被害調査支援税務職員 7月24日 50 人 5000 250000 建築住宅課

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

66 奈良県奈良市 人的応援 保健活動支援 保健師 7月19日 2 人 福祉保健課 柏崎市 奈良市が独自に派遣？（cf, ID1）
67 奈良県奈良市 人的応援 保健活動支援 保健師 7月20日 2 人 福祉保健課 柏崎市 奈良市が独自に派遣？（cf, ID1）
68 奈良県奈良市 人的応援 保健活動支援 保健師 7月21日 2 人 福祉保健課 柏崎市 奈良市が独自に派遣？（cf, ID1）
69 奈良県奈良市 人的応援 保健活動支援 保健師 7月22日 2 人 福祉保健課 柏崎市 奈良市が独自に派遣？（cf, ID1）
70 奈良県奈良市 人的応援 保健活動支援 保健師 7月23日 2 人 福祉保健課 柏崎市 奈良市が独自に派遣？（cf, ID1）
71 奈良県奈良市 人的応援 保健活動支援 保健師 7月24日 2 人 福祉保健課 柏崎市 奈良市が独自に派遣？（cf, ID1）

応援要請データベースは「エクセル」
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データ入力の際のお願い
京都大学・林春男、新潟大学・田村圭子、名古屋大学・木村玲欧

• データの質を保証するために、以下のことについて必ず遵守してください。

よりよい支援にするために、ご協力をよろしくお願い申し上げます！

Ver.４

１）必ず、新規の行にデータを入力してください。古いデータに上書きする・入力
済みデータの途中に新規の行を挿入することは一切しないでください。

２）セルを結合しないでください。またセルの中で改行しないでください。

また、セルの中でカンマ（,）を使わないでください。

３）不明なものは、迷わず空欄にしてください。新潟県担当者が後日確認します。
資料から読み取れないものについて、憶測で入力することはやめてください
（新潟県の不正会計処理につながることになります）。

４）支援内容については、支援日ごとに、支援内容・数量等を入力してください。
不明な点・問題があれば必ず王さんに相談して指示を受けて下さい。（支援
日ごとのデータが今後の新潟県の会計処理業務には必須です）

５）住所・市区町村名・都市名データは、必ず都道府県名から入れて下さい。

６）毎日、作業の最後に、王さんにデータを渡し、チェックを受けてもらってください。

７）その他不明な点があれば、王さんに相談して指示を受けて下さい。
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データの取り扱い方

今ではほとんどの自治体が書類作成にエクセルを使う。しかし、
「書類作成」ツールとしてエクセルを活用しているため、「データ分
析」において様々な問題が生じる。

「データ」の基本的な取り扱い方を身につける・共有する

情報
×

データ
○

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

書類作成ツールとしてのエクセル （印刷するには素晴らしい）

セルの色の違いで意味づけがされている

セルが結合されている

データ以外の図や文字列が挿入されている

数値と単位が同じセルに入力されている

２個

書類作成に必要なデータのみが残り、それ
以外（特にローデータ・作成過程で作られた
データ等）が削除されている

結果
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新潟県災害対策本部・⼈的応援要請処理フロー

処
理
フ
ロ
ー
の
確
認
・
決
定

新潟県災害対策本部 応援要請データベース

⼈的応援要請データベース
ＤＢ作成依頼

基盤ＤＢ

抽出・加⼯

資料

⽀援内容確認

（数量・期間・
内容・単価等）

要請書類発送

（正式⽂書の作
成・発送）

会計処理

（伝票の作成・
処理）

資料 資料

⽀
払
い業務

開始
内容
確認

要請
書類

会計処理

資源管理班の役割
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データ分析を通した
資源管理データ動向の把握

収集期間：7⽉21⽇〜8⽉31⽇の計42⽇
収集情報量：計39,205件（応援要請DB内の集計）
うち、

-⼈的資源：11,444件
-物的資源：26,817件
-その他：944件（情報内容が不明であり、分析対象外）
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 扇⾵機やエアコン、
冷凍庫などが多かっ
た.

 中越沖地震は7⽉中旬
に発⽣し，夏場であ
ることが原因である
と思われる．

→ 危機対応における
資源管理を調達する
時，「季節性」を考
慮する必要があると
考えられる．

季節性
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 上下⽔道は公営であるのに対
して，ガス復旧が少なかった．

 柏崎市と刈⽻村において，被
害を受けた計30,978⼾の都市
ガス（北陸ガス）が8⽉27⽇
に全⾯復旧されたことに対し
て，約1万⼾強のLPガスは地
震が発⽣して8⽇⽬の7⽉23⽇
にすでに復旧された．⼀部の
LPガスも⼊っていることが原
因であると考えられる．

→ 危機対応における資源管理
を調達する時，「地域性（イ
ンフラ整備状況）」を考慮す
る必要があると考えられる．

地域性（インフラ整備状況）
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 おむつ・ナプキンが多かった．
 平成18年10⽉1⽇の柏崎地域の

管内⼈⼝データによると，10
〜40歳の⼥性および0〜4歳の
⼦供数が多いため，おむつ・ナ
プキンが多かったではないかと
考えられる．

→ 危機対応における資源管理を
調達する時，「地域性（⼈⼝構
成）」を考慮する必要があると
考えられる．

地域性（⼈⼝構成）
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 寿司やパンなどの出来たモ
ノより，⽶が多かった．

 理由だと考えられるのは，
寿司やパンなどより，⽶の
ほうが保存できることと，
もともと新潟県が⽇本有数
の⽶の産地であるため，⽶
が多く提供された．

→ 危機対応における資源管理
を調達する時，「地域性
（産業形態）」を考慮する
必要があると考えられる．

地域性（産業形態）
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だれから資源を受けたか

 計608の資源提供⽅を12カテ
ゴリーに分けて分析を⾏った．

 22%県内の⽀援に対して，県
外からの⽀援が76%に占めて
いる．

- 平常時において⾃治体と⾃治
体，⾃治体と⺠間企業の間に
災害時の資源提供に関する協
定を結ぶことと，そういった
ネットワーク作りが求められ
ている．

 「県外市町村」と「他都道府
県」が分けられている．

- 資源及び資源に関する情報を
統括的に被災地に送付する必
要がある．

460, 76%

135, 22%
13, 2%

県外

県内

不明
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どんなタイミングで⼈的資源が被災地に投⼊されたか
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 （短期集中投⼊的な資源）命を守
る時期及び社会フローの復旧時期
において，「医療・保健・福祉」
と「ライフライン復旧」に関する
⼈的資源がメインとして⼗分に確
保しなければならない．

 （⻑期投⼊的な資源）危機対応の
全期間を通じて被災者対応や被害
調査，ボランティアの⽀援に関し
て，継続的な資源提供が求められ
ている．

 （継続的に必要でない資源）産業
⽀援や救命・救助，防災に関する
⼈的資源では，ニーズ件数が少な
いため、個別の対応が必要と考え
られる．
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医療・保健・福祉 ライフライン復旧 被災者対応 被害調査 ボランティア 産業支援 救命・救助 防災
福祉保健課　 5109 0 0 0 0 0 0 0 5109 44.6% 44.6%
生活衛生課水道係 0 2507 0 0 0 0 0 0 2507 21.9% 66.6%
人事課 0 0 870 347 81 0 0 0 1298 11.3% 77.9%
市町村課 0 0 577 569 0 0 0 0 1146 10.0% 87.9%
医療活動支援班 570 0 0 0 0 0 0 0 570 5.0% 92.9%
産業振興課 0 375 0 0 0 0 0 0 375 3.3% 96.2%
農業総務課 0 0 0 116 0 68 0 0 184 1.6% 97.8%
建築住宅課 0 0 0 82 0 0 0 0 82 0.7% 98.5%
災害ボランティア調整班 0 0 0 0 54 0 0 0 54 0.5% 99.0%
防災企画課 31 2 1 6 0 0 2 3 45 0.4% 99.4%
農地管理課 0 0 0 37 0 0 0 0 37 0.3% 99.7%
高齢福祉保健課 17 0 0 0 0 0 0 0 17 0.1% 99.8%
広域応援・救助班 0 0 1 0 0 0 9 3 13 0.1% 99.9%
福島県 0 0 5 0 0 0 0 0 5 0.0% 100.0%
総務局 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0.0% 100.0%
救援物資班 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 100.0%
食料班 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 100.0%
避難者対策班 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 100.0%
食料班（救援物資班より） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 100.0%
食料班（広報班より） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 100.0%
消防課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 100.0%
食料班（産業政策課より） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 100.0%
不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 100.0%

合計 5727 2884 1456 1157 135 68 11 6 11444
比率 50.0% 25.2% 12.7% 10.1% 1.2% 0.6% 0.1% 0.1%

累積比率 50.0% 75.2% 88.0% 98.1% 99.3% 99.9% 99.9% 100.0%

人的資源
合計

累積
比率

比率受信方

どこに⼈的資源に関する情報が送信されたか

医療・保健・福祉 ライフライン復旧 被災者対応 被害調査
福祉保健課　 5109 0 0 0
生活衛生課水道係 0 2507 0 0
人事課 0 0 870 347
市町村課 0 0 577 569
医療活動支援班 570 0 0 0
産業振興課 0 375 0 0

人的資源
受信方

拡⼤
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災害対策本部事務局の中に受援を統括する組織（例：受援
統括本部）を設置して、専任職員の配置や応援チームの受
け⼊れなどを事前に位置づける

資源管理を実現する運営体制に向けて

①災害対策本部に受援機能を位置づける

受援業務の全体像を作業分解図(WBS)などで明確化してお
き、事前の訓練などで受援業務の遂⾏や運営に慣れておく

②事前計画などで受援業務を明確化する

⼈的・物的資源に関する情報を効率よく収集・管理して状
況認識の統⼀を図るためのフォーマット（帳票・データ
ベース）を作成し、担当者・組織内・関係組織間で共有し
ておく

③資源情報のフォーマットを統⼀・共有する
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